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論文内容の要旨

本論文ばす章専権成され,次の内容を持っている.第6章は結論である.

(1)粒度分布から｢間隙指襟｣の誘導(第1章.第2章)

(2)｢粒度評価径法｣の提案と日本統一土質分類法の構造的分析(第3章)

(3)中間土の分類への粒度評価径法の適用(第4章)

(4)粒度評価毎法の応用的研究(第5章)
即ち,本研究は.土質の力学的性質を簡明な基礎雇雇用いて統一的に表現し,土質分類した上

での土質の名称でなく.｢鋭明可能な基礎量で土質特性を理解したい｣ために.基本的な粒度

分布から得られる情報を活用すべく.粒度に関する間隙指標を提案し,それを土質分類へ応用

し,統一的に解釈できる指標である｢粒度評価径｣の有効性を示したものである.

本研究の成果は次のように要約できる.まず.①質量基準粒度から幾何学的な粒径が定義で

きる個数基準粒度の代表値の誘導.②幾何学的粒径分布を根拠にした｢平均間隙径深｣と｢平

均間隙水腹厚さ｣等の間隙指標を提案.③この概念を根拠に｢平均間隙径深｣と一連水係数"

との関係式を誘導し巨粗粒土から粘性土まで幅広い土質に適用できることを認めている.即ち

実用的に､細粒土の圧密透水係数と粗粒土の原位置透水試験括果に加え,粒度から推定した透

水係数を並列的に整理した■透水係数深度分布図"は複雑な地層の水理特性を表現でき.施工

管理周にもなることを示している.もう一つの間隙指標の｢平均間隙水膜厚さ｣は不飽和透水

係数と関係づけることが確認され､既往の提案式との比較も示されている.更に力学的性質と

して.多くの既発表文献データより.⑥｢平均間隙径探｣は一内部#擦角-とも統計的に関係

づけられ.土の強度との関係付けも図られている｡

一方､土質分類た関して､本研究では分類名ではなく.透水係数や内部#擦角¢･と間隙指
標の関係式に含まれる粒度分布から得られる｢粒度評価径｣を抽出し,この数値変数による土

質分類が従来の方法と比較しても遜色のない精度で可能なことが提示されている.この粒度評

価径は50%粒径と均等係数で表現され.粒度評価径による分類は日本統一土質分類法の成立過
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程で検討されたαR特性に関する研究成果等の歴史的な事柄を含んでいることも確認され.中

間土の分類上の区分点となる細粒分合有事に対応する粒度評価径も試算･対応付けられている.

また｢粒度評価径｣は`工法選定基準".-堆横条件の区分-および-液状化可能性の推定"

にも有効であることが示され.幅広い分野で整合性があることを確認している.これらの研究

成果によって粒度評価径は喘広い土質特性に対応し,かつ土の力学モデルに対応できる有効な

分類法であることが認められている.
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論文審査結果の要旨

申請者の二十年掛こ亘る実務経験に基づいて,技術的な改善を意図した研究で,土質力学,

地盤工学における基礎的な｢土の粒度分布｣に基礎を置いた学術的な｢間隙指標｣と｢粒度評

価径｣を提案し･土の力学的性質との関係を究明した上で,煩雑な｢土質分類のあり方｣に改

善指針を与えている･即ち,確立されたかに見える｢日本統一土質分類法｣の構造を分析して

いて,この種の今後の研究に大きな影響を与える可能性がある.
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